
４ その他の教育普及・支援活動【こんな活動もしています】

博物館には、大きく分けて以下のような機能があります。資料の「収集・保

存（保管）」、「調査・研究」、「展示」、そして、「教育普及」といった活動を通し

て、文化財や貴重な資料、身近な地域の歴史や文化・自然についての興味や関

心を高める働きを担っています。

このプログラム集（冊子）では、「教育普及」活動の中の、主に学校教育にお

ける「学習（授業）」に関する情報提供をしていますが、それ以外にも多くの教

育普及活動を博物館の内外で行っています。その一部をご紹介いたします。

（１）児童・生徒・学生対象

○ 自然観察会 〇 化石観察会

○ 自由研究相談会 ○ こども科学・ものづくり教室

〇 ナイストライ事業、インターンシップ（中学生・高校生）の受け入れ

○ 博物館実習生（学生）の受け入れ その他

（２）教職員対象

○ 校内研修講師派遣 ○ 自然観察巡検会（小学校理科教育研究会）

○ 中学校教育研究会理科部会夏季研修会支援

○ 指導課・教育センター事業支援（科学展審査、初任者現地研修等）

○ 環境指導者研修会 ○ 社会体験研修受け入れ その他

（３）保護者・ＰＴＡ対象

○ 家庭教育学級講師派遣（自然観察会・科学工作）

○ 学年・学級ＰＴＡ活動への協力・支援 その他

（４）市民（子どもから大人まで）対象

○ 関連分野の「講座」

○ 関連分野の「講演会」

○ 各種イベント（ＧＷ・くまはく

誕生月間等）

○ ＨＰ等での各種情報提供

（所蔵する資料紹介等）

その他 くまはく誕生月間：歴史ウォーク

５ おわりに 【「お出かけ」と「お迎え」：双方向での交流を】

熊本博物館は社会教育や生涯学習の場として、幅広い世代のより多くの方々

に貴重な資料や収蔵品を紹介したり、調査・研究の成果を館内外において解説

したりする活動を展開しています。そのような取組を通して、それぞれのライ

フステージで出会った皆さま方の知的好奇心に応え、微力ながらも主体的に学

び続ける機会を提供することが当館の使命であり、職員の喜びでもあります。

人が生涯にわたって学び続けるためには、「自我に目覚め、自我を形づくり、

自我を磨き始める」小・中学生の時代に博物館などの社会教育・生涯学習施設

を利用し、（施設内外を問わず）学芸員や専門職員と交流する経験や体験の場が

必要なのではないでしょうか。それらが生涯学習の基盤となり原風景となって、

その後の生活に豊かさを添えてくれるものと信じます。

学校から博物館へ、博物館から学校へ、互いに楽しみながら「お出かけをし、

お迎えをする…」。そんな「双方向性のある博学連携」「社会に開かれた教育課

程」の実現を目指し、新たな一歩を踏み出してまいりましょう。

今回の改訂版が、そのきっかけとなれば幸いです。

館内学習の様子：お迎えｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ派遣授業：お出かけ
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